
	

整形外科 / 若齢犬（成長期）	

脛骨結節剥離骨折整復術	

	

対象	
若齢犬（成長期）	

手術時間	
60～90分	

入院	
2～3泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

脛骨結節（膝の下の出っ張りで、大腿四頭筋が付着する部分）が剥がれるように骨折した場合に、テ
ンションバンドワイヤ法で整復・固定する手術です。成長中の犬が急なジャンプや衝撃で発症します。
適切に固定しないと癒合不全となり、後ろ足の機能に影響します。	

■ この手術が必要なとき	

・脛骨結節の剥離骨折	
・後ろ足の跛行・膝を伸ばせない	
・触診で膝のお皿が上方に移動している	

■ 手術の流れ	

① X線で骨折の部位を確認します	
② 全身麻酔をかけ、膝の前面からアプローチします	
③ 剥がれた骨片を元の位置に整復します	
④ 2 本の Kワイヤーで骨片を仮固定します	
⑤ ワイヤーを 8の字にかけ、骨折部に圧迫力をかけます（テンションバンド）	
⑥ X線で確認し、縫合して終了します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後 2～3泊が目安です。抜糸は 2週後を目安に行います。	

■ 術後のケア	

・4～6週間は激しい運動を控えます	
・術後 6～8週でX線評価を行います	
・骨が癒合した後、Kワイヤー・ワイヤーの抜去手術を行います	

■ 起こりうるリスク・合併症	

・Kワイヤーの移動・飛び出し	
・骨折部の再離開	
・感染	
・成長板への影響（幼犬）	



■ よくある質問	

Q. テンションバンドとは？	
A. 骨折部に圧迫力をかける特殊なワイヤー固定法です。引き離そうとする力を圧迫力に変えて、骨
の癒合を促します。	
Q. ワイヤーは抜きますか？	
A. 骨が完全に癒合した後（4～6か月）に抜去手術を行います。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	


